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1 はじめに（背景・目的・目標） 
 

クリーン＆グリーン（顧問：川澄厚志、支援者：

高島悠）は、大学周辺の美化を目指すために、金沢

星稜大学“Seiryo Jump Project”から結成された団体

です。結成されてから 5 年目となり、今年度からは

サークルとして活動を行っています。 

クリーン＆グリーンの活動は大学周辺だけでなく、

本校と連携している穴水の兜小学校へ訪問し、施設

内の清掃や、校庭の草むしり等の清掃活動を行って

います。大学内では中庭のラベンダーを収穫し、収

穫したラベンダーで作ったサシェの販売も行いまし

た。 

また今年度は美化活動に加え、金沢星稜大学

STAR☆ACT（2018 年度金沢星稜大学“Seiryo Jump 

Project”採択団体）主催の廃校施設を拠点とした交流

事業「TOGIX2018」にもボランティアとして参加し、

交流を深めました。 

クリーン＆グリーンの活動を通じて、「環境を大切

にする心を持てる学生になる」ということを目的と

して活動を行っています。 

 

2 活動内容 

 

（１）穴水町兜小学校清掃合宿 

  

2018 年６月 16 日～17 日に穴水町の兜小学校へ訪

問しました（写真 1）。この小学校はすでに廃校とな

っています。現在は「金沢星稜大学地域連携・交流

センターかぶと」となっており、地元の方による「か

あさんの学校食堂」など、交流センターとして利用 

 

 

 

されています。廃校から 10 年が経った校舎ですが、

今でもとても立派できれいな建物です。この建物を

今後も維持していくために、私たちは毎年兜小学校

を訪問し、清掃活動を行っています。 

 １日目は兜小学校の施設内の清掃を行いました。

２階建ての建物をそれぞれ分担し、校舎の隅々まで

雑巾がけや窓ふき、トイレ掃除などを行いました。

２日目は校舎の玄関前の草むしりを行いました。全

員で協力し作業を進め、１時間ほどで校舎の前がと

てもすっきりとしました。 

また、この活動が今年度、最初の活動であったこ

ともあり、特に１年生にとっては親交を深めるため

の良い機会になったのではないかと感じています。 

 

 

写真 1 穴水町兜小学校清掃合宿 

出典  筆者撮影（2018 年 6 月 17 日） 

 

（2）増穂浦海岸清掃合宿 

 

例年は、6 月と 9 月の 2 回、穴水町の兜小学校へ

訪問し清掃活動を行っていますが、今年度の９月の

合宿は、志賀町の旧西海小学校で行われた

TOGIX2018「廃校であそぼう」（写真 2）というプロ

「環境と地域を大切にする心を育む学生活動」 
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ジェクトに参加しました。このプロジェクトは、金

沢星稜大学 STAR☆ACT と志賀町女性団体協議会が

主催している交流事業で、さくら貝工房やぶどう狩

り、釣り体験などの楽しい体験授業や、屋台などが

用意されており、体験や交流を通して地域の魅力を

発見することができる内容でした。 

 

 

写真 2  TOGIX2018「廃校であそぼう」 

出典  筆者撮影（2018 年 9 月 15 日） 

 

私たちは、このプロジェクトにボランティアとし

て参加し、主に屋台の手伝い、受付などを行いまし

た。また、実際に私たちも色々な体験授業に参加し、

地域の方々との交流を楽しむことができました。そ

の日の夜には、地元でとれた新鮮な野菜や魚介類を

いただき、バーベキューも行いました。１日だけで

したが、他団体や地元の方との交流、そこでしかで

きない体験など、貴重な経験をたくさんさせていた

だきました。 

 ２日目は、西海小学校の近くにある増穂浦海岸で

海岸清掃を行いました。増穂浦海岸は、さくら貝が

採れることや、水質が良いことで知られています。

また、世界一長いベンチからも近いため、海水浴客

や観光客も多く訪れます。しかし、漂流物やゴミが

多く、とても残念に思いました。そのため、きれい

な海岸を維持していきたいと思い、今年度は増穂浦

海岸での海岸清掃を行いました（写真 3）。 

 雨の予報だったため、中止の予定でいましたが、

晴れたため直前になり実施することが決まりました。

清掃時間は 20 分ほどと、短かったのですが、ゴミが

多く、短時間で多くのゴミが集まりました。 

持ち帰ることのできる量にも限りがあったため、

今回は狭い範囲しかきれいにすることができません

でした。 

 

 

写真 3 増穂浦海岸での清掃活動 

出典  筆者撮影（2018 年 9 月 16 日） 

 

3 成果、結果の考察 

 

この活動を通して、学校内外の清掃活動・緑化活

動に少しでも貢献できたのではないかと思います。

また、活動の中でサークル内での交流以外にも、他

団体、合宿で訪問した先々でいろいろな人との交流

がありました。多くの人と交流をしながら楽しんで

ボランティアができたことが今年度の活動の成果と

しては 1 番大きいと感じています。この活動に参加

することで、ボランティアの楽しさや、環境の大切

さを感じられたのではないかと思います。 

 

４ 今後の課題、展望 

 

 今年度の活動は、学外での活動が主でした。今後

は、学校周辺の清掃活動などにも積極的に参加し、

取り組んでいきたいです。そして、ボランティアを

通してより良い学校づくり、地域づくりに貢献でき

ればと考えています。 
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